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市
産
振
セ
ン
タ
ー

見
本
市
出
展
を
助
成

�財
広
島
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
は
、

市
内
の
中
小
企
業

な
ど
が
新
技
術
・
商
品
を
見
本
市
・
展
示

会
に
出
展
す
る
際
の
経
費
を
補
助
す
る
、

０
８
年
度
「
新
開
発
商
品
市
場
開
拓
事
業

助
成
金
（
見
本
市
等
出
品
助
成
金
）」
の
助

成
先
を
６
月
１３
日
ま
で
募
る
。

中
小
企
業
や
組
合
・
グ
ル
ー
プ
が
実
用

化
・
商
品
化
し
た
新
技
術
・
商
品
を
見
本

市
な
ど
に
出
展
す
る
際
の
小
間
料
や
出
品

物
運
送
費
を
、
二
分
の
一
以
内
で
二
〇
万

円
を
上
限
に
助
成
す
る
。
対
象
は
生
活
文

化
や
新
製
造
技
術
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
関
連
な
ど
八
分
野
。
審
査
を
経
て
交
付

先
を
決
め
る
。
�電
二
七
八
―
八
〇
三
二
。

４
月
の
ゴ
ル
フ
場
入
場
者

山
陽
３
県
で
上
回
る

中
国
ゴ
ル
フ

連
盟
が
ま
と

め
た
中
国
五

県
一
三
一
倶
楽
部
の
４
月
の
入
場
者
数
は
、

前
年
同
月
比
一
〇
〇
・
七
％
の
四
一
万
四

七
七
五
人
だ
っ
た
。
山
陰
二
県
は
九
〇
％

台
前
半
だ
っ
た
が
、
広
島
県
（
四
三
倶
楽

部
）
の
一
四
万
七
〇
七
四
人
（
一
〇
〇
・

九
％
）
な
ど
山
陽
三
県
が
辛
う
じ
て
上
回

っ
た
。
１
〜
４
月
の
累
計
は
、
広
島
が
前

年
同
期
比
九
一
・
五
％
な
が
ら
四
二
万
三

一
〇
六
人
で
岡
山
を
抜
き
ト
ッ
プ
に
。
一

方
で
鳥
取
が
七
〇
％
、
最
高
で
も
山
口
が

九
九
・
三
％
に
と
ど
ま
る
な
ど
全
県
と
も

前
年
を
下
回
り
、合
計
は
九
三
・
八
％
の
一

二
三
万
三
一
六
四
人
と
、１
・
２
月
の
大
雪

の
影
響
を
払
拭
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

テ
ィ
ス
コ
私
募
債

広
島
信
金
が
受
託

広
島
信
用
金
庫
（
高

木
一
之
理
事
長
）は
、

警
備
業
の
�株
テ
ィ
ス

コ
（
東
区
若
草
町
一
〇
―
一
二
、
藤
原
吉

元
社
長
）
が
５
月
１９
日
に
発
行
し
た
県
信

用
保
証
協
会
保
証
付
第
一
回
無
担
保
社
債

四
〇
〇
〇
万
円
と
第
二
回
無
担
保
社
債
四

〇
〇
〇
万
円
を
受
託
し
た
。期
間
は
五
年
。

同
社
は
運
転
資
金
に
充
て
る
。

フ
ァ
イ
ン
バ
ー
テ
ッ
ク

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
取
得

各
種
精
密
ロ

ー
ル
製
作
、

硬
質
ク
ロ
ー

ム
メ
ッ
キ
の
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
テ
ッ
ク
�株（
安

芸
区
中
野
東
四
丁
目
七
―
三
二
、
古
本
幹

生
社
長
）
は
４
月
１７
日
、
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
取

得
し
た
。
各
種
精
密
ロ
ー
ル
製
作
、
各
種

ロ
ー
ル
補
修
、
各
種
機
械
加
工
、
研
磨
・

鏡
面
仕
上
加
工
、
硬
質
ク
ロ
ー
ム
メ
ッ
キ

加
工
お
よ
び
各
種
治
具
の
設
計
製
作
を
登

録
。

▽
経
営
・
法
務
サ
ポ
ー
ト
�株
は
６
月
１６
日

に
呉
市
、
１７
日
に
は
広
島
市
で
経
営
・
法

務
勉
強
会
を
開
く
。

テ
ー
マ
は
「
役
員
退
職
金
を
活
用
し
た

節
税
の
方
法
」（
講
師
は
税
理
士
の
岡
崎
俊

視
氏
）
と
「
英
語
力
は
必
要
な
い
？！
中
小

企
業
の
た
め
の
輸
出
支
援
策
」（
講
師
は
同

社
の
高
正
樹
社
長
）。呉
会
場
が
午
後
７
時

か
ら
サ
ロ
ン
ド
フ
ォ
ー
レ
（
広
横
路
）
で

定
員
二
〇
人
、
広
島
は
午
前
１０
時
か
ら
市

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
同
一
五

人
。
参
加
無
料
で
、
申
し
込
み
締
め
切
り

は
６
日
。
�電
〇
八
二
三
―
三
二
―
一
七
四

一
。

現
在
、
中
高
年

の
肥
満
が
テ
レ
ビ

や
新
聞
で
騒
が
れ
、

皆
さ
ん
の
関
心
は

高
い
も
の
と
思
い

ま
す
。
肥
満
者
の
男
性
は
四
〇
歳
代
が
最

も
多
く
、
女
性
は
六
〇
歳
代
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
国
民
病
に
ま
で

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
脳
神
経
外

科
医
で
す
の
で
脳
卒
中
の
方
に
は
よ
く
お

目
に
か
か
り
ま
す
が
、
確
か
に
高
齢
化
が

進
み
な
が
ら
生
活
習
慣
病
を
も
つ
人
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

昭
和
４０
年
代
ま
で
は
、
漬
け
物
と
ご
飯

な
ど
塩
分
が
多
く
、
高
血
圧
に
よ
る
脳
出

血
が
死
因
の
第
一
位
で
し
た
。
そ
の
後
血

圧
の
管
理
も
あ
り
脳
出
血
は
減
少
し
ま
し

た
。現
在
は
生
活
様
式
が
大
き
く
変
化
し
、

何
で
も
便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ン
ビ
ニ
へ
行
く
と
、
い
つ
で
も
食
べ
物
が

手
に
入
り
ま
す
。
ま
た
車
が
あ
る
た
め
、

歩
く
時
間
が
以
前
に
比
べ
少
な
く
な
り
ま

し
た
。さ
ら
に
会
社
も
競
争
原
理
と
な
り
、

皆
さ
ん
も
ス
ト
レ
ス
の
多
い
毎
日
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
代
人
の
生
活
ス
タ

イ
ル
す
な
わ
ち
生
活
習
慣
の
変
化
で
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
メ
タ
ボ
）と
い

う
新
た
な
も
の
と
対
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
も
と
も
と
日
本
人
に
は
倹
約
遺
伝

子
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
太
古
か
ら
貧

し
い
生
活
・
厳
し
い
自
然
環
境
に
耐
え
な

が
ら
生
き
延
び
る
術
を
身
に
つ
け
て
き
ま

し
た
が
、
突
然
飽
食
が
訪
れ
た
こ
と
で
、

身
体
は
さ
ぞ
驚
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
メ
タ
ボ
は
、
四
〇
〜
七
四
歳
の
間

で
予
備
軍
ま
で
入
れ
る
と
男
性
の
二
人
に

一
人
、
女
性
の
五
人
に
一
人
が
相
当
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
肥
満
の
目
安
と
し

て
、
へ
そ
の
高
さ
で
の
腹
回
り
を
測
っ
た

場
合
、
男
性
で
は
八
五
�
以
上
、
女
性
で

は
九
〇
�
以
上
に
な
る
と
内
臓
脂
肪
が
多

く
な
り
、
内
臓
肥
満
と
呼
ば
れ
ま
す
。
さ

ら
に
糖
尿
病
の
傾
向
や
、
血
圧
が
高
め
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
高
め
に

な
る
と
、血
管
壁
の
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、

や
が
て
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
を
引
き
起

こ
し
て
き
ま
す
。
脳
の
血
管
が
閉
塞
す
る

脳
梗
塞
は
、
突
然
片
側
の
手
足
が
動
か
な

く
な
っ
た
り
、
話
せ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
す
ぐ
に
病
院
に
来
ら
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
何
は
と
も
あ
れ
、
腹
八
分

の
食
事
と
毎
日
三
〇
分
以
上
の
歩
行
は
私

の
体
験
で
も
効
果
が
あ

り
、
お
勧
め
で
す
。
太

り
す
ぎ
皆
で
い
れ
ば
怖

く
な
い
な
ど
と
ゆ
め
ゆ

め
思
わ
れ
ま
せ
ん
よ
う

に
。

メ
タ
ボ
か
ら
脳
卒
中
？

県
立
広
島
病
院
脳
神
経
外
科
部
長

広

島

市

医

師

会

理

事

木
矢

克
造

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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